第十二回日本熱電学会学術講演会（TSJ2015）講演募集
(Annual Meeting of the Thermoelectrics Society of Japan 2015)
第十二回日本熱電学会学術講演会（Annual Meeting of the Thermoelectrics Society of Japan 2015）を、平成27年9月7日（月）、8日（火）に九州大学筑紫地区総合研究棟（〒816-8580 福岡県春日市春日公園 6-1）にて開催いたします。

下記要領により講演を募集いたしますので、熱電変換科学・技術の発展・普及のため、積極的にご応募いただきたくお願い申し上げます。

記
	1．
	開催日時
	：
	平成27年9月7日（月）、8日（火）


	2．
	開催場所
	：
	九州大学筑紫地区総合研究棟（C-Cube）
（http://www.tj.kyushu-u.ac.jp/chikushi-chiku/collabo/）


	3．
	講演形式
	：
	口頭発表、ポスター発表



	4．
	申込締切
	：
	平成27年7月3日（金）　期日厳守



	5．
	申込方法
	：
	一般講演申込用紙（別紙①）を参考にして、ホームページ　news　講演申込に記入し、ご送付ください。


	6．
	予稿原稿締切
	：
	平成27年7月31日（金）　期日厳守



	7．
	予稿作成要領
	：
	予稿フォーマット（別紙②）を参考に予稿を作成してください。１講演１ページとして、目的、方法、結果を明記し、論文としての形式を整えてください。　word形式でホームページ　news　予稿送付からご送付ください。


	8．
	論文誌への投稿
	：
	講演後、日本熱電学会の公式JournalであるMaterials Transactions（英文誌）への論文としての投稿を推奨します。



	9．
	講演資格
	：
	講演者は原則「本会会員」であること。ただし、講演時までに会員登録される場合は申込を受け付けます。



	10．
	お問い合わせ先　：

日本熱電学会講演会委員会事務局（学会事務局と異なりますのでご注意ください。）

竹内恒博（たけうち つねひろ）
〒468－8511　愛知県名古屋市天白区久方2-12-1　豊田工業大学　
電話：052-809-1806、ＦＡＸ：052-809-1838

E-mail：t_takeuchi@toyota-ti.ac.jp


第十二回日本熱電学会学術講演会（TSJ2015）　一般講演申込用紙
締め切り：平成27年7月3日（金）　期日厳守

1． 講演題目、発表者

	題目
	

	発表者、連名者
	

	所属
	


発表者氏名の前には○を付けて下さい．

ただし、発表者が2015年3月31日において35歳以下の場合には講演奨励賞の対象となりますので、氏名の前に◎を付けて下さい。
※ 記入例（発表者が35歳以下の場合）

	題目
	Fe２Si５の分解反応におよぼすCuの効果

	発表者、連名者
	◎中嶋祥友a)、桑折　仁a)、塩田一路a)、加藤雅彦b)、大杉功b)、磯田幸宏c)


	所属
	a)工学院大学、b)サレジオ工業高等専門学校、c)物質・材料研究機構


2． 講演の種類　　　　　1. 口頭発表希望　　　　2. ポスタ－発表希望　　　　3. どちらでもよい

（希望の種類に○をつけて下さい。ただしプログラムの都合で変更する場合があります。）

3． 講演概要（100～200字程度）
4． 発表者連絡先

	氏名
	：

	所属
	：

	住所
	：〒

	TEL
	：

	FAX
	：

	E-mail
	：


5． その他（ご質問またはご要望）

6． 上記各項目にご記入のうえ、本紙をword形式で講演会委員会事務局までメールでご送付ください。
送付先：日本熱電学会講演会委員会事務局

竹内恒博（たけうち つねひろ）
〒468－8511　愛知県名古屋市天白区久方2-12-1　豊田工業大学　
電話：052-809-1806、ＦＡＸ：052-809-1838

E-mail：t_takeuchi@toyota-ti.ac.jp（学会事務局と異なりますのでご注意ください。）

発表題目（明朝体，16 p，センター合わせ，複数行可）

英文題目（Century，14 p，センター合わせ，複数行可）
（1行あける）

発表者氏名1，○発表者氏名2，発表者氏名3,* （明朝体，10.5p，センター合わせ，複数行可，発表者の名前の前に○印，責任著者の名前の右肩に※印）

（1行あける）

1所属，住所（明朝体，10.5 ｐ，センター合わせ，複数行可）
2所属，住所（明朝体，10.5 ｐ，センター合わせ，複数行可）
3所属，住所（明朝体，10.5 ｐ，センター合わせ，複数行可）

* E-mail : xxx@xxx.xxx.xxx.xxx.jp（Century，10.5 ｐ，センター合わせ，責任著者の電子メールアドレス）
（1行あける）
緒言（明朝体，10.5 p，ボールド）

（本文は，明朝体，10.5 p，１行21字，またはCentury，10.5 p，字数は和文に準ずる．シングルスペース，ダブルカラム，カラム間隔：6 mm，両端揃え）
○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
（1行あける）

実験方法（明朝体，10.5 p，ボールド）
○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

（1行あける）

結果と考察（明朝体，10.5 p，ボールド）
○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

（1行あける）

結言（明朝体，10.5 p，ボールド）

○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

（1行あける）

参考文献（明朝体，10.5 p，ボールド）
1) ……
2) ……
3) ……
（1行あける）

謝辞（明朝体，10.5 p，ボールド）
○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

（以下注意事項）

· アブストラクトは記載せず、直接本文から記載してください。
· 標題は和英併記，本文は原則和文，ただし，図表はキャプションも含め原則英文表記としてください．
· 上下，左右各マージン：25ｍｍ

· ページ数：1ページ厳守
別紙①





別紙②








